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緊
急財政対
策本部を設置

「足立区の財政事情を

考える
」をまとめました

区では
、危機的状況に陥っている区財政の立て直しに

向けて
、区長を本部長とする「緊急財政対策本部
」を設

置しました
。

また
、区民の皆さんに区の財敢の現状を理解していた

だくため
、「足立区の財政事情を考える
」をまとめまし

た
。今後は

、区民の皆さんに必要なサ
ービスを安定的に提

供するために
、経営改革を進め
、区財政の健全化を図り

次世代への責任を果たします
。

区政をとりまく財政環境は

大きく変化しています

区の収入は
、皆さんに納めてい

ただいた特別区民税や特別区
交付

金
、国・
都の支出金などが大部分

です
。しかし長引く景気の低迷に

より
、特別区民税などの減収が続

いています
。

また
、地方分権や都区制度改革

により
、区の仕事は増えましたが
、

仕事に見合う財源は
、十分に確保

されていません
。

さらに
、滅税にともなう区の減

収分は
、起債という形で借り入れ

ましたが
、その返済も大きな負担

となっています
。一
方
、区の歳出

は
、高齢化の進展や不況の影響で
、

民生費の増加が続いており
、土木

費の削減で収支の均衡を図って
き

たことがわかります
。

財政赤字の拡大は

地方自治の危機

Kの家計簿である「決算
」から

実質単年度収支を見ると
、
8年度

は約
5億円の黒字でしたが
、
9年

度からは
3年連続の大幅な赤字
、
1
1

年度には約
3
5
億円の泰罕となり

ました
。
これに対して区では
、平成
7年

「第二次行政改革大綱
」を定め
、

事業組織の見直しを図り
、効率的

な行政運営を推進してきました

が
、
1
5
年度までの収支予測による

と
、このままでは
1
4
年度には赤字

額が凶億円を超え
、財政再建団体

に転落するおそれさえあります
。

企業でいえ
ば
、「倒産
」です
。

この場合は
、国の強い指導・
監督

のもと
、
K叭独事業の廃心」や使川

料・
f数料の値上げなど
、
K民生

活に重人な影響を冫えることにな

ります
。これは地方自治の危機で

す
。経営の改革と財政

再建をめざして

現在の厳しい財政状況を乘りき

り
、経済の低成長期にあっても
、

安定した区政運営を進めていくた

め
、
9月
H日
、「足立区緊急財政

対策本部
」を設置しました
。

この本都は
、区長を本部長に
、

当面の緊急的な財政対策のほか
、

中期的な経営改革の方向性につい

てぢ検討します
。

景気の助川が改稗されたとして

も
、当面税収の大幅な増加は望め

ません
。この本部では
、新規公共

事業の凍結
、公社の統廃合
、入件

費の総抑制
、事業の廃止などを視

野に入れながら
、抜本的な施策の

見直しを行っていきます
。

このため
、施策の選択
、事業手

法の工夫などぽ政令体の再構築を

行います
。また
、一層の入件費の

圧縮をはじめとする内部努力に努
めていきます
。さらに
、大型傴業

にっ
いても
、事業実施年度を
。み検

討し
、財政負担の平準化を図って

いきます
。

安定した
区政運営のために

K
で
は
、
[
第
四
次
基
本
計
画
」
の
な
か
で

1
2
～
1
5
年
度
を
「
経
常
の
改
革
と
財
政
再
建
を
め
ざ
し
た
白
治
体
・
再
生

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
、
1
6
～
1
9
年
度
を
「
地
域
経
済
の
安
定
や
福
祉
制
度
な
ど

調和のとれた成長のプロ
グラム
」

と位置
づけています
。この危機を

乗り越え
、より安定したぼ民サ
1

ビスの提供をめざすため
、行政評

価制度
灰
政診断
)に基づく施策

の再構築
、区民の皆さんとの協働

のしくみづくりなど
、中期的な経

営改革に全力でとり組んでいきま

す
。ま

た
区
政
迷
営
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
-
-
方
で
、
ス
ピ
ー
デ
ィ
な
サ
ー
ビ
ス
を

モット
ーに
、混雑時の臨時窓口の

設置や時間延長など
、区民サ
ービ

スの向上を図っていきます
。区民

の皆さんのご理解・
ご協力をお装

いします
。

く
わ
し
く
は
企
画
課
・
予
算
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表1　実質単年度収支の状況と予測

表2　目的別決算の状況

「
足
立
区
の
財
政
事
情
を
考
え
る
」
を

配

布
中
で

す

配
布
場
所
=
予
算
課
・
広
報
課
・
区
政

情
報
室
　
※
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
　
問
先
=
予
算
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

区
政
最
前
線

私が
、区長に就任して
1年
4ヵ

月が経過しました
。その間
、財政

再建のため以入の職貝定数の削減

を中心に行政の改革を断行してき

ましたが
、財政状況は想像以上に

厳しいものになっています
。
1
2
年

度の途中では
、家計に例えると

「貯金がほとんど底をつき
、ロー

ンを返すために借金をする
」状況

になっています
。
1
3
年度は約翻億

円の財源不足が
F想されます
。

また
、長期化する経済不況は
、

皆様の台所まで影饗が来ていま

す
。
Kでもその影響で収人は大幅

に落ち込んでいますが
、支出は逆

にのびております
。

このような状況の中で
、安定し

た行政サー
ビスを供給するには、

抜本的な経常改傴と財政の健全化

が急務と考えました。特に厳しい

内部努力は避けて通れないと考え
て
おり
ます。

私
は
就
任
以
来
、
ス
リ
ム
・
ス
ピ
ー

ド
ー
サ
ー
ビ
ス
ア
ッ
プ
の
「
3
s
」
を

職貝
に
提案し
、実
践して
き
ました

が
、その一
環で
足
立区
に新し
い風

を吹
かせ
るた
め
、コ
ミユニ
テ
ィ
バ

ス「
は
るか
ぜ
」にち
な
んで
「
は・

る・
か・
ぜ
」迷動
を提
案し
まし
た
。

「
は
」
…
は
や
い
判
断
で
区
民
の
要
望

に応え
る
!

「
る
」
…
ル
ー
ト
を
し
っ
か
り
決
め
日

標に
ス
ピ
ー
ディ
に
到
達
す

る
!

「
か
」…
改
革
・
改
善
は
人
胆
に
実
行

し
サー
ビスの向上
を図
る
'・

「
ぜ」…
税
金を
大切
に
す
る「
こ
こ

ろ」
を常
に忘
れな
い
'・

こ
の運動
は
、
2
1
世紀
の足
立区
の

まち
づくり
の
纂
盤をつ
くる
大変重

要
な取
り
組みで
す
。私
は、こ
の財

政危機
を
克服し
。経営改
革を
実現

するこ
とで
次
世代へ
の
責任を
果た

し
ま
す。区
民
の皆
様に
もご理
解と

ご協
力を
賜り
たいと
思
います
。

区
長
　
鈴
木
恒
尊

今号の主な内容2・
3面
▽保健褐
祉ガイド
/健康カレン

ダー
/宿泊インフォメーション

4・
5面
▽ポイ捨て
をなくそう
/千住地

域学校適正配置計画

6・
7面
▽催し物
ガイド
/くらしの情報
/

掲示板
/ひろ
ば

8面▽▽▽当日参加で
きる秋の
催し物紹

介
/あだちカレ
ンダー

区長へのファクス
FAX　3880- 5678

「区民の声」を
お待ちしています

世帯 と 人 口 ( 12年10月1日現在　外国人含む)　世帯数: 278, 590人口: 638, 083人(男: 322, 766人、女315, 317人)
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

1
3年
4
月
の
入
園
・
転
園

保
育
園
児
募
集

新
規
入
園
や
転
居
な
ど
に
よ
る
転
園

の
希
望
者
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。
受
付
期
間
=
1
2
月
1
日
1
1
5
日

※
申
込
書
は
1
1
月
2
0
日
か
ら
児
童
福
祉

課
、
各
保
育
園
な
ど
で
配
布
予
定
必

妥
書
類
―
入
園
希
望
の
理
由
に
よ
り
、

勤
務
証
明
書
、
育
児
休
業
証
明
書
、
診

断
書
な
ど
(
勤
務
証
明
書
は
申
込
書
に

所
定
様
式
が
あ
り
ま
す
)
　
※
保
育
園

一
覧
表
、
申
し
込
み
受
け
付
け
場
所
な

ど
、
く
わ
し
く
は
「
保
育
園
入
園
申
込

案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
申
・
問
先
=

児
童
福
祉
課
入
園
事
務
係

(
老
)
医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

医
療
費
通
知
書
を

郵
送
し
ま
す

1
0月
末
に
通
知
書
(
医
療
費
の
お
知

ら
せ
)
を
郵
送
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
皆

さ
ん
の
健
康
と
医
療
費
負
担
に
つ
い

て
、
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

も
の
で
す
。
今
年
は
、
4
月
に
診
療
を

受
け
た
方
ま
た
は
6
月
に
柔
道
整
復
師

か
ら
請
求
が
あ
っ
た
方
に
、
そ
の
月
の

医
療
費
の
全
額
(
1
0
割
分
)
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
(
総
医
療
費
が
1
万
円
以
下

の
場
合
や
医
療
機
関
か
ら
の
請
求
が
遅

れ
た
場
合
は
、
郵
送
し
ま
せ
ん
)
。
な

お
、
こ
の
通
知
は
、
お
知
ら
せ
で
す
の

で
、
特
に
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
問
先
=
高
齢
医
療
係

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

(
2
級
1
3
0
時
間
・
昼
間
コ
ー
ス
)

日
程
=
1
2
月
7
日
～
1
3
年
3
月
1
日

(
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
)
週
3
日
程

度
と
1
2
月
忿
日
～
3
月
1
日
の
う
ち
5

日
間
対
象
=
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
と
し

て
働
く
意
志
の
あ
る
方
お
よ
び
既
に
働

い
て
い
る
方
で
、講
習
期
間
中
全
日
を

と
お
し
て
受
講
で
き
る
区
民
ま
た
は
区

内
勤
務
の
方
寉
貰
=
5
0
人
※
公
開

抽
選
を
1
1
月
1
5
日
Ⅲ
、午
前
1
0
時
(
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
関
原
)
に
開
催
。

出
席
義
務
な
し
。結
果
は
全
員
に
通
知

宍
用
-
1
万
8
千
9
円
申
込
=
往
復

(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

職
業
、電
話
番
号
、生
年
月
日
、
「ホ

ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
受
講
希
望
」

と
明
記
※
複
数
応
募
や
往
復
(
ガ
キ

以
外
で
の
応
募
は
無
効
期
限
1
1
1
月

1
0
日
必
着
場
・
申
先
=
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
関
原
〒
s
・
0
8
5
2

関
原
2
-
1
0
-
1
0

(
3
8
8
9
)
1
4
8
7

問
先
=
高
齢
計
画
課
計
画
推
進
係

在宅介護支 援センター

11 月 の 家 族 介 護 者 教 室

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
1
0月
2
6日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

講
演
会

「
自
分
ら
し
く
生
き
た
い
!
～

く
ら
し
を
支
え
る
介
護
保
健
～
」

日
時
=
1
1
月
1
4
日
㈹
、
午
後
6
時
3
0
分
～

9
時
場
所
=
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

講
師
u
橋
本
泰
子
氏
(
大
正
大
学
教
授
)

定
員
=
翻
入
費
用
=
無
料
申
込
″

当
日
直
接
会
場
へ
　
※
手
話
通
訳
っ
き

問
先
=
基
幹
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
1
)
3
3
7
3

障
害
別
福
祉
相
談

日
時
等
=
▽
肢
体
不
自
由
者
関
係
…
1
1

月
1
4
日
㈹
、
午
後
1
時
I
3
時
▽
視

覚
障
害
者
関
係
…
1
1
月
1
5
日
團
、
午
前

1
0
時
～
正
午
▽
聴
覚
障
害
者
関
係
…

①
毎
週
水
曜
日
、
午
後
1
時
～
4
時
、

②
1
1
月
1
4
日
㈲
、
午
後
7
時
～
9
時

▽
知
的
障
害
者
関
係
・
:
1
1
月
2
8
日
㈲
、

午
前
1
0
時
～
正
午
場
所
皿
竹
の
塚
障

害
福
祉
館
問
先
=
東
部
陣
害
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
3
)
0
6
3
2

申
請
締
め
切
り
が
き
ま
す

高
齢
者
入
浴
券
(
1
0
枚
つ
づ
り
)

無
料
入
浴
券
を
ま
だ
申
萌
し
て
い
な

い
方
で
希
望
す
る
方
は
、
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。期
限
を
過
ぎ
る
と
交
付

で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

な
お
既
に
1
2
年
度
交
付
ず
み
の
方
は
除

き
ま
す
。対
象
=
1
2
年
4
月
1
日
現

在
、区
内
在
住
の
7
0
歳
以
上
(
昭
和
5

年
4
月
2
日
以
前
生
ま
れ
)
の
方
※

た
だ
し
次
の
方
は
除
ぐ
…
高
齢
者
福
祉

手
当
を
受
給
者
/
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
者
/
巡
回
入
浴
・
施
設
入
浴
サ

ー
ビ
ス
な
ど
の
利
用
者
期
限
=
1
1
月

3
0
日
申
先
=
在
宅
支
援
係
ま
た
は
各

福
祉
事
務
所
(
表
1
)
　
問
先
=
在
宅

支
援
係

表1 福祉事務所一覧
申
請
は
お
済
み
で
す
か

特
別
障
害
者
手
当
・

障
害
児
福
祉
手
当

区
内
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
条
件
を

す
べ
て
満
た
し
て
い
る
方
は
手
当
の
申

誚
が
で
き
ま
す
。

□
特
別
障
害
者
手
当

対
象
=
2
0
歳
以
上
の
方
/
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
方
/
病
院
・
診
療
所
に
入

院
し
て
い
な
い
方
/
障
害
の
程
度
が
法

律
で
定
め
る
程
度
の
重
度
の
障
害
の
状

慂
に
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
で
常
時
特

別
の
介
護
を
必
要
と
す
る
方

手
当
額
1

月
額
2
万
6
千
顫
円

□
障
害
児
福
祉
手
当

対
象
=
2
0
歳
未
満
の
方
/
施
設
に
入
所

し
て
い
な
い
方
/
障
害
児
本
入
が
障
害

を
理
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
給
し
て

い
な
い
方
/
法
律
で
定
め
る
程
度
の
重

変
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
た
め
、
日
常

生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る
方

手
当
額
=
月
額
1
万
4
千
6
1
0
円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

障
害
者
本
入
ま
た
は
扶
養
義
務
者
の

所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。問
先
=

障
害
給
付
係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(

表
1
) 介

護
保
険
(
要
介
護
認
定
)
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か

急
速
な
高
齢
化
に
と
も
な
い
、
介
護

を
必
要
と
す
る
方
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
介
護
を
社
会
全
体
で
支
え

る
た
め
に
、
介
護
保
険
制
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
た
め
に
は
、
要
介
護
認
定
の
申

請
を
行
い
、
ど
の
く
ら
い
の
介
護
が
必

要
か
ど
う
か
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

介
護
ま
た
は
支
援
が
必
要
な
方
で
、

ま
だ
申
請
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
申

請
か
ら
認
定
ま
で
1
ヵ
月
程
度
か
か
り

ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

□
申
請
で
き
る
方

▽
ね
た
き
り
や
痴
ほ
う
な
ど
で
介
護
や

日
常
生
活
の
支
援
を
必
要
と
す
る
6
5歳

以
上
の
方

▽
初
老
期
の
痴
ほ
う
、
脳
血
管
障
害
な

ど
老
化
に
と
も
な
う
病
気
に
よ
っ
て
介

護
や
日
常
生
活
の
支
援
を
必
要
と
す
る

4
0
歳
～
6
5
歳
未
満
の
方

□
更
新
申
請
も
忘
れ
ず
に

現
在
、
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
て
有
効
期
間
満
了
日
を
迎
え
る

方
は
、
満
了
日
の
6
0日
前
か
ら
更
新
申

請
が
で
き
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
請

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
(
該
当
者
に
は
お

よ
そ
2
ヵ
月
前
に
通
知
し
ま
す
)
。

□
新
規
・
更
新
の
申
請
窓
口

区
・
介
護
保
険
課
、
各
福
祉
事
務
所
(

表
1
)
で
申
請
で
き
ま
す
。
ま
た
指
定

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
最
寄
り
の
在

宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
も
申
請
の
代

行
を
行
い
ま
す
。

問
先
=
介
護
保
険
課
介
護
認
定
係

イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
1
1
出
会
い
　
イ
イ
感
じ
　
2
0
0
0
!
!
」

隣
接
の
神
明
住
区
セ
ン
タ
1
ま
っ
り

と
同
時
開
催
で
す
。
日
時
=
1
1
月
1
2

日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
内
容
=

模
擬
店
、
バ
ザ
ー
、
喫
茶
。人
形
劇
、

ゲ
ー
ム
、
体
験
J
1
ナ
1
、
音
楽
演
奏

な
ど

※
当
日
は
移
動
困
難
な
方
の
た

め
に
、
リ
フ
ト
付
き
バ
ス
を
運
行

場
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン

(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

振
り
込
み
ま
す

福
祉
手
当
(
国
制
度
)

特
別
障
害
者
手
当
、障
t
免
福
祉
手

当
、福
祉
手
当
(
経
過
措
置
)
の
1
2
年

8
～
1
0
月
分
を
届
け
出
さ
れ
た
預
金
口

座
に
1
1月
1
0日
ご
ろ
振
り
込
み
ま
す
。

各
金
融
機
関
で
支
払
い
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

問
先
―
障
害
給
付
係
ま
た
は

各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

高
脂
血
症
予
防
教
室

(
2
日
制
)

い
つ
ま
で
も

い
い
血
管
で
い
る
た
め
に

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
が
気

に
な
る
あ
な
た
!
生
活
習
慣
を
見
直

し
て
み
ま
し
ょ
う
。
日
時
=
H
月
2
2

日
Ⅲ
・
2
9
日
㈲
、
い
ず
れ
も
午
後
1
時

3
0
分
～
3
時
3
0
分
内
容
=
高
脂
血
症

と
は
/
あ
な
た
の
食
事
大
丈
夫
?
/
手

軽
に
で
き
る
運
動
/
蘭
周
病
予
防
の
ポ

イ
ン
ト
定
員
=
3
0
入
(
先
着
順
)

費
用
n
無
料
申
込
―
電
話
場
・

申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー

1
1
月
の
予
定
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食
と
健
康
教
室

お
い
し
く
た
っ
ぷ
り

カ
ル
シ
ウ
ム

日
本
人
は
カ
ル
シ
ウ
ム
の
摂
取
が
不

足
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
効

率
良
ぐ
体
に
取
り
入
れ
る
ポ
イ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。
日
時
=
1
1
月
1
4
H

㈲
。
午
後
1
時
3
0
分～
3
時
3
0
分
、
H

月
2
1
口
出
・
午
前
1
0
時
‘
'
正
午
(
2
日

制
)
　
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方

内
容
=
▽
1
日
日
…
カ
ル
シ
ウ
ム
で
丈

夫
な
骨
づ
く
り
/
食
品
の
上
手
な
利
用

法

マ
2
日
日
I
:コ
ツ
J
ツ
骨
を
鍛
え

る
体
操

定
員
u
一
J人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料
申
込
=
電
話
場
・
申

・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

女
性
が
ん
検
診

成
人
健
康
診
査
(

無
料
)

今
年
初
め
て
受
診
希
望
の
方
は
、
申

し
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。
1
1年
度
に

受
診
さ
れ
た
方
は
、
誕
生
月
に
受
診
票

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
新
た
に
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。
過
去
1
年
以
内
に
、

区
お
よ
び
勤
務
先
な
ど
で
同
種
の
検
診

を
受
け
た
方
は
除
き
ま
す
。

□
女
性
が
ん
検
診

対
象
=
3
0
歳
以
上
の
女
性
区
民
内
容

―
乳
が
ん
検
診
と
子
宮
が
ん
検
診

□
成
人
健
康
診
査

対
象
=
4
0
歳
以
上
6
4
歳
(
1
2
年
4
月
一

日～
1
3
年
3
月
3
1
日
ま
で
に
6
5
歳
と
な

る
方
を
含
む
)
ま
で
の
区
民
内
容
=

血
液
、
尿
、
必
要
に
応
じ
て
心
電
図
の

検
査
な
ど
で
、
心
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
臓

の
病
気
や
糖
尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血

症
な
ど
を
調
べ
ま
す

―
―
い
ず
れ
も―
―

申
込
=
(
ガ
キ
に
郵
便
番
陟
、
住
所
、

氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月
日
、
年

齢
、
性
別
'
　
8
話
番
号
、
希
望
検
診
名

を
明
記
。
後
日
受
診
票
と
案
内
を
送
付

申
・
問
先
=
成
人
保
健
係
〒
闥
・
8

5
1
0
中
央
本
町
1
-
1
7
-
―

消
化
器
が
ん
検
診

胃
と
大
腸
の
が
ん
検
診
を
無
料
で
行

っ
て
い
ま
す
。
胃
の
検
診
で
は
、
血
液

に
よ
る
検
査
(
血
清
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
)

と
、
従
来
の
X
線
撮
彫
の
い
ず
れ
か
を

選
べ
ま
す
。
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
は
採
血

駄
が
少
量
で
す
み
、
妊
娠
中
ま
た
は
妊

娠
の
可
能
性
が
あ
る
方
。
バ
リ
ウ
ム
の

服
用
が
苦
手
な
方
で
も
気
軽
に
受
診
で

き
ま
す
。
日
程
等
=
表
2
対
象
=

3
5
歳
以
上
の
区
民
※
胃
を
切
除
し
た

方
、
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
は
除
く
。

妊
娠
中
の
方
は
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
法
の
み

可
内
容
=
①
血
液
検
査
に
よ
る
胃
が

ん
検
診
と
検
便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診

②
X
穣
撮
影
に
よ
る
胃
が
ん
検
診
と
検

便
に
よ
る
大
腸
が
ん
検
診
定
員
=
S

1
6
0
人
申
込
I
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
生
年
月

H
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、
表
2

よ
り
胃
が
ん
検
診
名
(
・
士
血
液
検
鳶
茫

x
線
撮
影
の
い
ず
れ
か
一
方
を
選
択
)
、

検
診
H
、
受
診
場
所
を
第
3
希
望
ま
で

明
記
。
後
日
、
受
診
票
と
案
内
を
送
付

期
限
=
受
診
希
望
月
の
前
月
1
5
日
必
着
。

受
診
票
の
送
付
は
前
月
末
日
(
1
2
月
希

頡
の
樊
‥
u
月
1
5
口
必
着
、
受
診
票

の
送
付
は
1
1
月
末
日
)
　
※
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
、
受
診
H
が
煢
々
月
に

な
っ
た
り
、
受
診
場
所
が
ほ
か
の
保
健

総
合
セ
ン
タ
ー
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合

セ
ン
タ
ー
診
療
放
射
線

〒
a
・
0
0
1
1

中
央
本
町
-
1
5
1
3

(
3
8
8
0
)
5
3
5
7
(

直
通
)

両
親
学
級

～
夫
婦
で
楽
し
く

子
育
て
を
～

日
時
=
1
1
月
1
9
日
㈲
、午
後
1
時
3
0
分

～
4
時
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ

対
象
=
妊
娠
中
～
6
ヵ
月
ま
で
の
乳
児

を
も
っ
夫
婦
内
容
=
講
演
会
…
パ
パ

の
育
児
参
加
と
赤
ち
ゃ
ん
の
こ
こ
ろ
の

そ
だ
ち
/
懇
談
講
師
=
田
中
千
穂
子

氏
(
東
京
大
学
大
学
院
助
教
授
)
　
定

員
=
5
0
組
(
先
着
順
)
　
※
保
育
あ
り
。

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

費
用
=
無
科
申
込
=
亀
話
申
・
問

先
=
母
子
保
健
係

11月 の献 血

表2　消化器がん検診日程
①血液検査+検便

※ 印のセンターは午後、そ れ以外は午前に実施

・竃X 線撮影十検便

調
理
体
験
教
室

電
子
レ
ン
ジ
ク
ッ
キ
ン
グ

食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
と
、
電
子
レ

ン
ジ
を
使
っ
た

乂
と
環
笋

に
や
さ

し
い
料
理
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
=
1
1
月
1
5
日
Ⅲ
、
午
後
2
時
～
4

時
場
所
=
W
年
セ
ン
タ
ー
内
容
=

竃
f
レ
ン
ジ
で
簡
叭
・
安
全
な
料
理
実

習
と
試
食
定
員
=
2
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
釖
円
(
材
料
費
)
　
申
込
=
電

話
持
ち
物
=
エ
プ
ロ
ン
こ
二
角
き
ん

・
ふ
き
ん
・
筆
記
用
具
申
・
問
先
=

中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
栄

養
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
5
(

直
通
)

ぜ
ん

息

講
演
会

冬
を
前
に
発
作
を

起
こ
さ
な
い
暮
ら
し
方

日
時
=
1
1
月
2
0
日
圓
、
午
後
2
時
3
0
分

～
4
時
3
0
分
場
所
=
区
役
所
南
館
1
2

階
対
象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
巾
の
方
ま

た
は
家
族
内
容
=
日
常
生
活
の
過
ご

し
方
や
ぜ
ん
息
の
大
敵
で
あ
る
風
邪
の

予
防
な
ど
講
師
=
灰
田
美
智
子
氏

(
半
蔵
門
病
院
医
師
)
　
定
艮
=
3
人

(
先
着
順
)
　
麦
用
=
無
科
申
込
=

電
話
申
・
問
先
=
公
書
保
健
係

ぜ

ん

息

児

音

楽

療

法

教

室

楽
し
く
歌
っ
て
、

腹
式
呼
吸
を
お
ぼ
え
よ
う
!

日
時
=
1
1
月
2
7
日
圓
2
8
日
㈹
2
9

Ⅲ
、
午
後
3
時
～
4
時
3
0
分
※
3
日

制
場
所
U
K
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
対

象
=
ぜ
ん
息
を
治
療
中
の
3
歳
～
小
学

3
年
生
ま
で
の
児
童
と
保
護
者
内
容
=

発
作
の
予
防
と
軽
減
に
役
立
つ
腹
式

呼
吸
を
音
楽
を
と
お
し
て
身
に
っ
け
ま

す

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
を

講
師
=
福
Ⅲ
義
子
氏
(
日
ま
瑟
i
法

研
究
連
(
暃
事
)
定
員
―
洳
人
(
先

着
順
)
　
費
用
―
無
料
申
込
―
電
話

申
・
問
先
=
公
害
保
健
係

健

康

大

学

こ
こ
ち
よ
さ
の
追
求
～
コ
コ
ロ
も
カ
ラ
ダ

も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
～

カ
ラ
ダ
と
コ
コ
ロ
、固
く
な
っ
て
い

ま
せ
ん
か
?
心
身
の
健
康
回
復
を
シ

リ
ー
ズ
で
勉
強
し
ま
す
。日
程
等
=

表
3
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
定
S
=
4
0
人
(
先
着
順
)

S
用
―
無
料
申
込
=
電
話
場
・

申
・
問
先
=
中
央
本
町
保
健
総
合
セ
ン

タ
ー
地
域
保
健
係

(
3
8
8
0
)
5
3
5
2
(

直
通
)

表3　健康大学一覧

※ いずれも月曜日、時間は午後1眄30分～3眄30分。3日制

膠
原
病
講
演
会

「
膠
原
病
と

血
流
障
害
」

日
時
=
1
1
月
1
0
日
吻
、午
後
2
時
～
4

時
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
対
象
=

膠
原
病
の
患
者
お
よ
び
家
族

講

師
九
一
袷
裕
介
氏
(
都
立
駒
込
病
院
ア

レ
ル
ギ
ー
膠
原
病
内
科
医
師
)
ほ
か

費
用
=
無
料
申
込
=
電
話
申
・
問

先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

江
北
健
康
大
学
・
公
開
講
座

「日
常
生
活
に
生
か
す
リ
ラ

ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」～
自
律
訓
練

法
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
～

実
技
を
中
心
と
し
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
法

を
行
い
ま
す
。日
時
=
1
1
月
8
日
Ⅲ
、

午
後
1
時
4
5
分
～
3
時
3
0
分
(
受
け
付

け
は
午
後
一
時
3
0
分
か
ら
)
　
場
所
n

ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
睡
7
根
本
和
枝
氏

莱
皿
都
健
康
づ
く
り
推
進
セ
ン
タ
ー
保

健
婦
)
定
員
=
5
0
人
(
先
着
順
)
費
用
=

無
料
申
込
=
電
話
持
ち
物
I
バ

ス
タ
オ
ル
ー
枚
※
体
を
し
め
っ
け
る

服
装
や
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
は
避
け
て
く
だ

さ
い
申
・
問
先
u
江
北
保
臂
総
合
セ

ン
タ
ー

　
(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

母
子
講
演
会
「
よ
い
子
を

育
て
る
よ
い
眠
り
」

子
ど
も
の
体
や
脳
を
育
て
る
の
に
、

眠
り
が
ど
ん
な
に
大
切
な
の
か
、一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。日
時
=
1
1

月
1
3
日
圓
、午
前
1
0
時
3
0
分
～
正
午

対
象
1
人
で
歩
け
る
前
の
乳
児
を
持

つ
親
ま
た
は
妊
娠
中
の
方
講
師
―
神

山
潤
氏
(
東
京
医
科
歯
科
大
学
病
院
小

児
科
医
師
)
　
定
員
-
3
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料
申
込
=
幇
一
話
鳩
・
申

・
問
先
=
江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
　
　
　
　

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

ち
び
っ
こ
集
ま
れ

幼

児

教

室

友
達
を
作
っ
た
り
、育
児
の
情
報
交

換
を
し
ま
せ
ん
か
。1
1
月
か
ら
の
メ
ン

バ
ー
を
募
集
し
ま
す
。日
時
=
1
1
月

～
2
月
の
全
6
回
※
―
回
目
は
1
1
月

1
4
日
㈹
、午
前
1
0
時
～
正
午
対
象
=

千
住
地
城
に
居
住
の
お
お
む
ね
2
歳
～

2
歳
半
の
親
子
内
容
=
親
子
遊
び
や

学
習
会
な
ど
(
企
画
や
運
営
を
行
い
ま

す
)
　
定
員
=
4
0
組
(
先
着
順
)
　
S

用
=
無
料
申
込
=
電
話
場
・
申
・

問
先
=
千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

宿
泊
施
設
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

□
1
・
2
月
分
の
利
用
案
内

申
し
込
み
は
、生
涯
学
習
振
興
公
社

の
各
施
設
で
受
け
付
け
ま
す
。申

込
=
公
社
の
各
施
設
で
販
売
す
る
申
込

(
ガ
キ
(
5
0
円
)
に
、必
要
事
項
を
記

入
し
、郵
送
ま
た
は
持
参
(
I
グ
ル
ー

プ
ー
枚
に
限
り
ま
す
)
　
期
間
=
1
1
月

1
日
～
1
0
日
必
着
(
抽
選
結
果
を
H
月

末
日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
)
　
当
選
者

受
付
=
1
2
月
7
日
ま
で
に
各
公
社
施
設

で
利
用
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
(
こ

の
期
間
を
過
ぎ
る
と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い

に
な
り
ま
す
)
　
※
「
湯
河
原
あ
だ
ち

荘
」
と
「
那
須
・
森
の
家
」
の
1
2月
3
1

日
の
宿
泊
申
し
込
み
は
、
今
回
の
1
月

分
の
利
用
申
し
込
み
に
な
り
ま
す
。「伊

豆
商
原
あ
だ
ち
荘
」
は
利
用
で
き
ま
せ

ん□
空
き
室
の
利
用

《
1
・
２
月
分
》

抽
選
後
の
空
き
室
の
申
し
込
み
は
、

偶
数
月
の
第
2
金
曜
日
(
今
回
は
1
2月
8

日
)
か
ら
公
社
の
各
施
設
で
直
接
受

け
付
け
し
ま
す
。

《
1
0
・
1
1
・
1
2
月
分
》

随
時
、
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

※
仮
予
約
後
、
3
日
以
内
に

お
近
く
の
公
社
施
設
で
利
用
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
期
間
を
過
ぎ
る

と
キ
ャ
ン
セ
ル
扱
い
に
な
り
ま
す
(
申

し
込
み
は
利
用
日
の
3
日
前
ま
で
で
す
)

● 各施設利用案内　1・2月利用分

※ 利用申し込みは2人以上。1クループ。ハガキ1通でお願いします
※ 「那須・森の豪」へは直通バスも運行しています。公社窓口へお問い合わせください
※ 12月31日～1月4日の聞の「喬河原あだち荘」およぴ「那須・森の家」の予約はl グループ3部屋までとなります
※ 灑河原あだち荘の201号室( 身障者対応部屋) は、工事のため12月5日～14日まで利用できません
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ポイ捨てをなくそう!
―11月は美化推進月間です―
「足立区まちをきれいにする条例」が施行されてから2

年余りが経過しました。しかし、まちの中には依然として

タバコの吸い殼、空き缶などのごみが目立ちます。条例が

めざす“ 清潔で美しいまち"は、残念ながら実現していま

せん。皆 さんのより一層のご協力 をお願いし ます。

「
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る
条
例
」
に
つ
い
て
、

お
さ
ら
い
し
て
み
ま
し
よ
う

<
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
!
>

空
き
缶
、
空
き
び
ん
、
タ
バ
コ
の
吸

い
殼
、
紙
く
ず
、
ガ
ム
の
か
み
か
す
等
、

ご
み
は
定
め
ら
れ
た
収
納
容
器
に
入
れ

る
か
、
家
に
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

<
犬
の
ふ
ん
の
放
置
も
禁
止
で
す
>

犬
の
ふ
ん
に
関
し
て
は
、
多
く
の
苦

情
か
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
散
歩
時
な

ど
に
生
じ
た
創
い
大
の
ふ
ん
は
放
置
せ

ず
、
持
ち
帰
っ
て
き
ち
ん
と
始
末
し
ま

し
ょ
う
。
散
歩
の
際
は
処
理
用
具
を
携

帯
す
る
の
が
ル
ー
ル
で
す

。

<
禁
止
地
域
>

区
内
全
域
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

<
罰
則
>
禁
止
行
為
を
行
っ
た
場
合
、罰
則
(
2

万
円
以
ド
の
罰
金
)
か
科
せ
ら
れ

る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

<
歩
き
タ
バ
コ
は
や
め
ま
し
よ
う
>

歩
き
タ
バ
コ
は
吸
い
殼
の
ポ
イ
播
て

に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、混
雑
し
た

場
所
で
は
川
回
の
人
に
危
宍
を
及
ぼ
す

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
自
粛
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

み
ん
な
の
力
で
き
れ
い
な
ま
ち
に

「で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
、身
近
な
と

こ
ろ
か
ら
」の
積
み
重
ね
が
き
れ
い
な

ま
ち
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。区
内
に

お
住
ま
い
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、通
勤
・
通

学
さ
れ
て
い
る
方
、事
業
を
営
ん
で
い

方
、一
人
ひ
と
り
が
地
域
の
一
員
と

し
て
ま
ち
の
美
化
に
つ
い
て
考
え
、行

動
を
起
こ
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
、区
で

は
今
後
も
美
化
意
識
の
啓
罷
と
美
化
活

動
の
推
迅
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま

す

。

美
化
推
進
月
間
中
の
取
り
組
み

条
例
で
は
毎
年
1
1
月
を
「美
化
推
進

月
間
」と
定
め
て
い
ま
す
。期
間
中
、

地
域
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

主
要
駅
頭
で
の
ポ
イ
捨
て
禁
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
清
掃
活
動
を
行
う
と
と
も

に

、
大
型
懸
垂
幕
や
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示

な
ど
様
々
な
方
法
で
ま
ち
の
丈
化
を
呼

び
か
け
ま
す
。
ま
た
、
ま
ち
を
美
し
く

す
る
た
め
に
花
壇
づ
く
り
に
力
を
注
い

で

い
る
団
体
の
表

彰
な
ど
も
行

い
ま

す
。

北
千
住
駅
周
辺
を
美
化
推
進
地
域
に
指
定
し
ま
し
た

美
化
推
進
地
域
と
は
、
区
と
、
区
民
、

事
業
者
、
団
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
ま

ち
の
美
化
に
取
り
椒
む
た
め
の
、
い
わ

ゆ
る
モ
デ
ル
地
域
で
す
。
区
で
は
、
今

年
4
月
に
、
北
千
住
駅
周
辺
の
千
住
旭

町
、
日
ノ
出
町
、
千
住
一
～
五
丁
目
を
美

化
推
進
地
域
と
し
て
指
定
し
ま
し

た
。
地
元
町
会
・
自
治
会
、
商
店
街
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
方
々
を
中
心
に
結
成
さ

れ
た
「
北
千
住
地
域
美
化
推
進
協
議
会
」

が
主
体
と
な
り
、
新
た
な
地
域
美
化
の

収
り
組
み
か
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
美
化

推
進
月
間
中
に
は
、
地
域
内
の
小
・
中

学
校
と
連
挑
し
、
清
掃
活
動
や
啓
允
活

動
を
行
う
予
定
で
す
。

美
化
推
遠
地
域
の
指
足
は
今
回
か
初

め
て
で
す
か
、
将
来
的
に
は
区
内
各
所

で
実
施
し
、
地
域
美
化
活
動
の
輪
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
千
住
駅
前
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

入
選
作
品
が
決
定
!

美
化
推
進
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子

ど
も
た
ち
に
も
ま
ち
の
美
化

に
つ
い
て
参
え
、
理
解
し
て

も
ら
お
う
と
、
平
成
1
0
年
か

ら
行
っ
て
い
ま
す
。
3
回
日

と
な
っ
た
今
年
は
、
区
内
の

小
・
中
学
校
か
ら
匹
点
の
応

募
を
い
た
だ
き
、
厳
正
な
審

査
の
結
果
4
2
点
の
人
選
作
品

か
決
定
し
ま
し
た
。
最
優
秀

作
品
を
も
と
に
啓
発
用
ポ
ス

タ
ー
を
作
成
し
、
駅
や
区
施

設
な
ど
に
掲
示
し
て
ポ
イ
捨

て
禁
止
を
広
く
呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
。

人
選
し
た
全
作
品
は
1
1
月
2
0

日
～
2
9
日
の
間
、
区
役
所

1
階
ロ
ビ
ー
で
展
示
し
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
の
力
作
を

ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
優
秀
賞
・
小
学
生
の
部

佐
藤
　
雄
一
郎
君
(
東
加
平
小
)

最
優
秀
賞
・
中
学
生
の
部

稲
積
　
明
日
香
さ
ん
(
第
一
中
)

ま
ち
の
美
化
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は

地
域
支
援
課
地
域
支
援
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

1
4年
度
か
ら
千
住
地
域
を

新
し
い
学
校
教
育
の
モ
デ
ル
地
域
に

―
千
住
地
域
学
校
適
正
配
置
計
画
―

千
住
地
域
は
今

□
児
童
生
徒
数
が
減
少
し
て
い
ま
す

1
2
年
度
の
東
京
祁
「
教
育
人
口
等
推

計
」
に
よ
る
と
、
千
住
地
域
の
公
立

小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
数
は
、
今

後
も
減
少
し
続
け
る
と
い
う
推
計
結
果

か
で
て
い
ま
す
。
現
在
、
小
学
校
の
児

康
数
は
2
千
7
4
4
人
。
こ
れ
が
1
7
年
度
に

は
2
千
4
4
3
人
、
1
1
%
(
3
0
1
人
)
減
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
校
の
裂
在
の
生
徒
数
千

3
3
9
人
は
、
1
7
年
度
に
は
千
7
9
人
、

1
9
%
(
四
人
)
減
と
な
り
ま
す
。
千
住

地

域
は
、
学
校
の
統
廃
合
等
を
進
め
な

い
と
、
適
正
な
学
校
の
規
模
を
大
き
く

下

回
る
「
過
小
規
模
校
」
化
が
さ
ら
に

顕
著
と
な
り
ま
す
。

□
過
小
規
模
校
が
集
中
し
て
い
ま
す

昭
和
6
3
年
に
、
学
校
適
正
配
置
審
議

会
の
「
過
小
麗
模
枚
は
早
期
に
解
消
す

べ
き
」
と
の
答
申
を
受
け
て
か
ら
1
2
年

が
秤
過
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
間
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
得
て
、
既

に
5
ヵ
所
の
過
小
規
模
校
の
解
消
が
で

き
ま
し
た
(
※
印
参
照
)
。
し
か
し
今

な
お
、
1
0
校
の
計
町
か
未
実
施
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
5
枚
が
千
住
地
域
に
集
中
し

て
い
ま
す
。

千
住
地
域
の
現
在
の
過
小
規
模
校

千
寿
小
、
柳
原
小
、
元
宿
小

第
二
中
、
第
三
中

※
こ
れ
ま
で
に
で
き
た

統
合
新
校

千
寿
本
町
小
(
平
成
3
年
)
、
千
寿
桜

小
(

平
成
4

年
)
、
桜
花
小
(

平
成
9

年
)
、
西
保
木
間
小
(
平
成
9
年
)
、
足
立

人
谷
小
(
半
成
1
3
年
予
走
)

※
(
　
)

内
は
実

施
年

千
住
地
域
の

「
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り
」

千
住
地
域
の
学
校
は
、
今
後
、
千
住

地
域
全
体
の
教
育
環
境
の
向
氈
を
鳶
虚

し
な
が
ら
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正
配
置
　

(
学
校
統
廃
合
)
を
旭
め
て
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
統
廃
合
の
結
米
、
新
た
な

「
統
合
新
校
」
は
、
ハ
ー
ド
面
の
整
備

の
ほ
か
、こ
れ
ま
で
以
上
に
教
育
内
容

を
充
実
し
て
い
く
必
要
か
あ
る
と
考
え

ま
す
。
「統
合
新
校
」が
誕
生
す
る
1
4

年
度
か
ら
は
、斯
学
習
指
導
要
領
の
実

施
や
学
校
完
全
週
5
日
制
な
ど
、ま
さ

に
新
し
い
学
校
教
斤
が
如
ま
る
年
で
も

あ
り
ま
す
。こ
れ
に
合
わ
せ
、本
区
の

教
育
改
革
基
本
方
針
の
一
つ
に
あ
る

「魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り
」の
一

環
と
し
て
、千
住
地
域
を
新
し
い
学
校

教
育
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
取
り
組
み

ま
す

。
モ
デ
ル
地
城
と
し
て
の

千
住
地
域
の
教
育
改
革

教
育
改
革
は
す
で
に
区
令
体
で
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。千
住
地
域
は
、適
止

配
置
計
画
の
実
施
を
襪
に

、
次
の
と
お

り
特
に
重
点
的
に
整
備
を
進
め
て
い
き

ま
す

。

1
　
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り

学
校
・
家
庭
・
地
域
が
連
挑
し
、地

域
性
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま

す
。

2
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

▽
今
後
、特
別
講
師
を
配
置
す
る
制
度

を
検
討
し
、モ
デ
ル
的
に
習
熟
度
別
授

葉
(
「わ
か
る
授
桑
」を
進
め
る
た
め
、

子
ど
も
の
理
解
の
度
合
い
な
ど
に
よ
り

学
習
す
る
集
団
を
適
時
編
成
し
て
い
く

授
業
形
態
)

な
ど
を
進
め
ま
す

。

▽
I
T
教
育
の
推
進
な
ど
、多
様
な
学
習

環
境
を
整
備
し
ま
す

。

▽
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア
な
ど

、
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
制
度
等
を
充
実
し
ま

す
。

魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
学
校
適
正
配
置
計
画

◎
1
4
年
4
月
の
統
合
新
校
開
校
予
定

1
　
千
寿
小
・
千
寿
第
二
小
統
合

(
千
寿
第
二
小
の
場
所
に
設
置
)

2
　
千
寿
第
四
小
・
柳
原
小
統
合

(
千
寿
第
四
小
の
場
所
に
設
置
)

◎
1
7
年
4
月
の
統
合
新
校
開
校
予
定

1
　
千
寿
第
三
小
・
元
宿
小
統
合

(
千
寿
第
三
小
の
場
所
に
設
置
)

2
　
第
二
中
・
第
十
六
中
統
合

(
柳
原
小
の
場
所
に
設
置
)

3
　
第
三
中
・
第
十
五
中
統
合

(
第
十
五
中
の
場
所
に
設
置
)

4
　
第
一
中

の
改
築

(
老
朽
化
に
と
も
な
い
改
築
)

※
統
廃
合
に
よ
り
、学
区
域
が
変
更
に

な
り
ま
す
(
図
2
)
。な
お
、統
廃
合

に
と
も
な
い
、在
校
生
に
っ
い
て
は
統
合
新

校
へ
の
就
学
と
な
り
ま
す

。

こ
れ
か
ら
の
教
育

国
の
中
央
教
育
審
議
会
は
、現
在
の

子
ど
も
の
状
況
に
つ
い
て
、ゆ
と
り
の

な
い
忙
し
い
生
活
、社
会
性
の
不
足
に

よ
る
規
範
意
識
の
低
下
、自
立
の
遅
れ

や
体
力
・
運
動
能
力
低
下
の
傾
向
な
ど

を
指
摘
し
て
い
ま
す
。ま
た
、い
じ
め
、

不
登
校
、学
級
の
荒
れ
、吋
悪
化
す
る
青

少
年
非
行
な
ど
の
諸
問
題
も
、早
急

に
解
決
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、学
習
指
導
要
領
か
改
訂

さ
れ

、
「
ゆ
と
り
」
の
中
で

「
生
き

る

力
」
の
育
成
を
回
る
こ
と
を
基
本
的
な

ね
ら
い
と
し

た
、
こ
れ
か
ら
の
教
育
の

あ
り
方
が
示

さ
れ
ま
し
た

。

ま
た
、先
収
は
教
育
改
革
国
民
会
議

中
閥
報
心
で
様
々
な
提
言
が
な
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、教
育
委
員

会
で
は
、ま
ず
千
住
地
域
を
新
し
い
教

育
の
モ
デ
ル
地
域
と
し
て

、
教
育

環
境

を
順
次
整
備
し

、
や
が
て
は
区
全
体
と

し
て

、
魅
力
あ
る
教
育
の
環
境
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す

。

問
先
=
教
育
委
員
会
適
正
配
置

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

図1　千住地区小・中学校児童生徒数図2　千住地域新学区域( 案)
小学校

中学校

な
ぜ
、適
正
配
置
を
行
う
の
で
し
ょ
う

足
立
区
で
は
昭
和
5
4
年
以
降
、年
々

児
廠
・
生
徒
の
減
少
傾
向
が
顕
著
と
な

り
ま
し
た
(
図
1
)
。そ
こ
で
昭
和
6
3

年
に
「小
中
学
校
適
正
規
佼
・
適
正
配

置
審
議
会
」を
設
置
し
学
校
の
適
正
な

規
模
な
ど
の
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、子
ど
も
た
ち
に
等
し
く
、

よ
リ
充
実
し
た
教
育
を
提
供
す
る
た
め

に
は
、学
校
の
適
正
規
模
は
、小
・
中

学
校
と
も
に
1
2
学
級
か
ら
2
4
学
級
が
適

正
規
模
と
判
斯
し
ま
し
た
。ま
た
、小

学
校
で
6
学
級
も
し
く
は
1
8
0
人
以
下
、

中
学
校
で
6
学
級
も
し
く
は
2
0
0
人
以
下

を
「過
小
規
模
校
」と
し
、
「過
小
規

楔
校
」は
早
期
に
解
消
す
べ
き
と
の
答

申
が
な
さ
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、学
区

域
を
変
更
し
て
も
、な
お
「過
小
規
模
」

が
解
消
さ
れ
な
い
場
合
は
、学
校
の
「

統
廃
合
』が
望
ま
し
い
と
し
て
い
ま

す

。

お済みですか
特殊建築物等の定期報告

特
殊
建
築
物
等
の

災
害
の
罷
生
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
、
建
築

物
の
収
地
、
構
造
お

よ
び
設
備
の
状
況
に

つ
い
て
、
所
有
者
ま

た
は
管
理
者
が
一
・
二
級
建
築
士
ま
た

は
建
設
大
臣
が
定
め
る
調
査
資
格
者
に

定
川
的
に
調
査
を
依
頼
し
て
、そ
の
結

果
を
報
告
す
る
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す

(
特
殊
建
築
物
等
定
期
調
査
報
告
制

度
)
。1
2
年
度
の
対
象
建
築
物
は
表
1

の
と
お
り
で
す
。　
提
出
先
=
(
財
)
東
京
都

防
災
・
建
築
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

〒
1
5
0
・
0
0
0
2
渋
谷
区
渋
谷
1
-
1
5
-

9
美
竹
ピ
ル

(
5
4
6
6
)
2
0
0
1

問
先
=
区
・
指
導
課
巾
街
地
指
導
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

表1　12年度定期報告の対象になる特殊建築物等

※ F≧3とは、3階以上の階でその用途に供する部分の床面積の合計が100㎡を超える
ものをいう。Aはその用途に供する部分の床面槽の合計をいう

「(
仮
称
)
丸
の
内
二
丁
目
1
街
区
ビ
ル
建
設
事
業
」の

環
境
影
響
評
価
書
の
公
示
お
よ
び
縦
覧

東
京
都
環
境
影
響
評
価
条
例
の
規
定

に
基
づ
き
、1
1
月
6
日
丱
に
環
境
影
響

評
価
肺
が
公
示
さ
れ
、次
の
と
お
り
縦

覧
さ
れ
ま
す
。　
縦
覧
期
間
・
時
間
=

1
1
月
6
日
～
2
0
日
、午
前
9
時
3
0
分
～
午

後
4
時
3
0
分
　
※
土
・
日
曜
日
は
休

み
　
縦
覧
場
所
=
区
・
環
境
課
、都
・

環
境
影
響
評
価
審
査
課
(
都
庁
第
一
本

庁
舎
北
塔
5
階
)
、都
・
多
摩
環
境
事

務
所
(

立
川
合
同
庁

舎
4
階
)
　

※
な

お
、環
塊
影
響
評
価
耆
は
次
の
場
所
で

も
閲
覧
で
き
ま
す
・
・
・
中
央
図
書
館
・
宮
城

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
図
書
館
　
問
先
=
都

・
環
塊
彫
顰
評
価
審
査
課
　
〒
1
6
3
・

8
0
0
1
新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
-
1

第
一
本
庁
舎
北
塔
3
5
階

(
5
3
2
1
)
1
1
1
1
㈹

ま
た
は
区
・
環
塊
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

ケ
ア
ハ
ウ
ス
六
月
　
入
居
者
募
集

体
が
や
や
弱
っ
た
こ
と
に
よ
り
不
安

を
持
っ
て
い
る
高
齢
者
の
方
に
、女
心

し
て
自
立
し
た
生
活
を
続
け
て
い
た
だ

く
た
め
の
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。
食
事

の
提
供
や
人
浴
の
準
備
、
生
活
棚
談

な
ど
か
受
け
ら
れ
ま
す
。
　
申
込
期

間
=
1
0
月
2
6
日
～
1
1
月
1
0
日
　
※
申
込

用
紙
は
区
民
嘔
務
所
、
在
七
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
、ケ
ア
(
ウ
ス
六
月
、高
齢

サ
ー
ビ
ス
課
施
設
支
援
係
で
期
畑
中
に

配
布
　
対
象
=
次
の
す
べ
て
に
該
当
す

る
方
・
・
・
区
内
在
住
の
満
6
0
歳
以
上
の

方
/
自
炊
が
で
き
な
い
程
度
の
身
体
機

能
の
低
下
が
泌
め
ら
れ
る
方
ま
た
は
高

齢
な
ど
の
た
め
独
立
し
て
生
活
す
る
に

は
不
安
が
認
め
ら
れ
る
方
/
歩
行
、着

替
え
、人
浴
、ト
イ
レ
、自
室
の
掃
除

な
ど
が
自
分
で
で
き
る
方
/
使
用
料
の

負
担
能
力
か
あ
る
方
/
保
証
人
を
立
て

ら
れ
る
方
　
募
集
室
数
=
現
在
施
設
は

満
室
の
た
め
、入
居
待
贋
者
の
募
集
　
使

用
料
=
年
収
に
応
じ
て
月
額
約
3
万

～
1
2
万
円
　
申
込
=
=
巾
込
用
紙
を
直
接

本
人
証
人
か
が
ケ
ア
(
ウ
ス
六
月
に

提
出
　
問
先
=
施
設
支
援
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

住
区
健
康

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ま
ち
も
元
気
、

わ
た
し
も
元
気

パ
ネ
ル
展
示
や
体
重
・
身
長
・
血
圧

な
ど
の
計
測
、健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
自
分
の
健
康
状
態
を
知

り
。生
活
環
境
を
兄
直
し
て
み
ま
せ
ん

か
。日
程
等
=
表
2
　
費
用
=
無
料
　

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

表2　11月の住区健康フェスティバル

常
磐
新
線
荒
川
橋
り
ょ
う
工
事

1
7
年
度
の
開
業
を
め
ざ
し
て
、日
本

鉄
道
建
設
公
団
に
よ
っ
て
進
め
ら
れ
て

い
る
常
磐
新
線
の
建
設
工
事
の
う
ち
、

荒
川
橋
り
ょ
う
の
右
岸
、左
岸
の
架
設
工
事

が
、昨
年
度
に
引
き
続
き
1
1
月
か

ら
始
ま
り
ま
す
。工
事
川
車
両
等
は
、

西
新
作
橋
の
収
付
部
か
ら
河
川
敷
内
に

入
り
、工
事
現
場
ま
で
河
川
管
理
用
道
路

を
使
用
し
ま
す
(
下
図
)
。工
事
用

姐
路
の
主
要
な
場
所
に
は
交
通
整
理
員

を
配
置
し
て
防
護
柵
を
設
け
る
な
ど
、日

本
双
道
鯉
設
公
団
で
は
河
川
敷
利
川

者
の
安
全
に
十
分
配
慮
し
て
工
事
を
行

い
ま
す
。　
1
2
年
度
工
事
期
間
・
時

間
=
1
1
月
～
1
3
年
5
月
(
完
成
予
定
1
5

年
5
月
)
、原
則
午
前
8
時
～
午
後
6

時
　
作
業
休
日
=
原
則
日
曜
日
　
問

先
=
日
本
鉄
道
建
設
公
団
東
京
支
社
・

足
立
鉄
道
鰹
設
所

(
3
8
8
0
)
9
1
5
1

ま
た
は
区
・
都
巾
交
通
謀
常
磐
新
線
推

進
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

常磐新線・荒川橋りょう工事位置図

年
 
末
 
調
 
整
 
説
 
明
 
会

区
と
税
務
署
で
は
、年
木
調
整
の
腕

明
会
を
行
い
ま
す
(
表
3
)
。給
与
関

係
事
務
を
担
当
す
る
方
は
ぜ
ひ
ご
出
席

く
だ
さ
い
。な
お
、自
動
車
で
の
求
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

。

問
先
=
▽
区
・
特
別
徴
収
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

▽
足
立
税
務
署
・
源
泉
所
得
税
担
当

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1
(
代
)

▽
西
新
井
税
務
署
・
源
泉
所
得
税
担
当

(
3
8
4
0
)
1
1
1
1
(
代
)

表

3　年末調整説明会日程

※ 説明会の内容は、各税務署または特別
徴収係へお問い合わせください

国

保

協

定

旅

館

東
京
近
県
の
旅
館
な
ど
(
表
4
)
と

協
定
を
結
び
、割
引
料
金
で
利
用
で
き

ま
す
。　
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の

方
　
申
込
=
施
設
へ
直
接
電
話
予
約

(
足
立
区
国
保
課
扱
い
と
告
げ
て
く
だ

さ
い
)
。予
約
が
と
れ
ま
し
た
ら
国
保

ガ
イ
ド
4
7
ペ
ー
ジ
の
利
用
券
(
国
保

課
・
区
民
事
務
所
に
も
あ
り
ま
す
)
を

持
参
　
※
料
金
等
ぐ
わ
し
く
は
直
接
施

設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
　
問

先
=
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

(
3
8
8
0
)
1
1
1
1
㈹

表4　国保協定旅館一覧表

ま
ち
の
歴
史
ミ
ニ
事
典

第18 回

花

畑

～
大
鷲
神
社
～

花
畑
の
人
鷲
神
社
は
、源
義
光
や
源
頼

義
、義
家
観
子
な
ど
の
武
将
が
戦
勝

を
祈
噸
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
占
社
で

す
。現
在
の
本
殿
は
、源
義
光
の
子
孫

と
称
す
る
秋
田
藩
主
佐
竹
氏
の
奉
献
に

よ
る
江
戸
末
川

の
建
立
で

、
佐
竹
氏

の

家
紋
で
あ
る
日

の
丸
扇
が
社
殿
各
所

に

配
さ
れ
て
い
ま

す
。

ま
た
、人
鷲
神
社
は
初
冬
の
風
物
詩
酉

の
市
発
祥
の
神
社
と
し
て
知
ら
れ
て

い
ま
す
。元
来
酉
の
巾
は
、1
1
月
の
酉

の
月
に
鷲
人
明
神
の
祭
り
と
し
て
生
き

た
鶏
を
扱
う
も
の
で
、付
近
の
農
民
か

鶏
を
本
納
し
、こ
れ
を
接
に
浅
草
の
観
音

の
前
で
放
つ
こ
と
を
慣
例
と
し
て

い

た
と
い
い
ま

す
。
「江
戸
名

所
図
絵
」に

は
、藁
づ
と

に
入
れ
た
鶏

が
奉
納

さ
れ

る
様
子

が
描

か
れ
て

い
ま

す

。江

戸

時

代
、人
々
は
千
住
か
ら
花
畑
街
道
に
沿
っ

た
道
を
少
い
て
、あ
る
い
は
舟
で
隅
田

川
か
ら
綾
瀬
川
を
の
ぼ
り
、祭
り
見

物
を
楽
し
み
ま
し
た

。

後
に
、酉
の
市
か
柚
を
か
き
集
め
る

飾
り
熊
手
な
ど
の
縁
起
物
を
扱
う
よ
う

に
な
る
と
、盛
り
場
に
隣
接
す
る
浅
草
千
束

の
鷲
神
社
が
最
も
に
ぎ
わ
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、新
西
と
い

わ
れ
た
浅
草
の
酉
の
市
に
対
し
、人
鷲

神
社
は
本
酉
と
呼
ば
れ
、本
家
で
あ
る

こ
と

が
呼

び
名
に
も
表

れ
て
い
ま
し

た

。現
在
も
1
1
月
の
酉
の
日
に
は
、人
酉

の
伝
統
を
受

け
継
ぐ
縁
起
物
の
店
が
境

内
を
彩
っ
て
い
ま
す

。

※
今
年
の
酉
の
市
は
1
1
月
1
1
日
(
土
)
・
2
3

日
(
祝
)
で
す
　
　
《
郷
土
博
物
館
》

鷲

大明神祭　江戸名所図絵　十七

文政12( 1829) 年　当館蔵
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催
し
物
ガ
イ
ド

女
性
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
0
あ
だ
ち

―
「
2
1
世
紀
の
光
と
風
の
中
へ
」―

男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
て

区
と
足
立
区
女
性
団
体
連
合

会
に
よ
る
。
2
1
世
紀
の
男
女
共

同
参
画
社
会
に
向
け
て
の
楽
し

い
集
い
で
す
。
男
性
も
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
※
学
齢
前

ま
で
の
お
子
さ
ん
の
保
育
あ
り

日
時
1
1
1
月
1
1
日
出
、
午
前
1
0

時
～
午
後
4
時
/
1
1
月
1
2
日
叫

乍
前
1
0
時
～
午
後
5
時
内
容
=

表
l
費
用
―
無
科
申
込
=

当
日
直
接
会
場
へ
場
・
問

先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表1　女性フェスティバル日程

※ 時間はお問い合わせください

あ
し
だ
ち
大
学
出
前
講
座

「あ
し
だ
ち
大
学
を
も
っ
と
身
近
な

場
所
で
」の
声
に
お
こ
た
え
し
ま
す
。

日
時
=
1
1
月
1
5
n
Ⅲ
、午
後
1
時
3
0
分
～

3
時
3
0
分
対
象
=
区
内
在
住
・
在

勤
で
、1
1
月
1
日
現
在
6
0
歳
以
上
の
方

内
容
=
伊
興
か
ら
や
住
に
む
け
て
の
郷

土
史
講
師
=
郷
土
博
物
館
学
芸
員

定
員
=
3
0
人
(
抽
選
)
　
費
用
=
無
料

申
込
U
往
復
(
ガ
キ
(
住
所
、氏
名
、

年
齢
、電
話
番
号
を
明
記
)
ま
た
は
窓

口
へ
期
限
=
H
月
1
日
消
印
有
効

場
・
申
・
問
先
=
伊
興
住
区
セ
ン
タ
ー

老
人
館

〒
1
2
1・0
8
2
3

伊
興
5
1
2
2
1
1
3

　
(
3
8
5
5
)
2
7
0
7

あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
1
月
号

投
稿
募
集
「
新
世
紀
に
思
う
」

1
月
号
で
は
、
「新
世
紀
に
思
う
」

を
テ
ー
マ
に
、宍
世
紀
へ
の
皆
さ
ん
の

夢
な
ど
を
募
集
し
ま
す
。選
考
の
う
え
、

掲
載
者
に
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
テ
レ
ホ
ン
カ

ー
ド
を
差
し
上
げ
ま
す
。
応
募
方
法
=

住
所
。
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話

番
号
、
「
読
者
の
ペ
ー
ジ
」を
明
記
し
、

朷
字
程
度
に
ま
と
め
て
郵
送
ま
た
は
フ

ァ
ク
ス
で
期
限
=
1
1
月
1
0
日
必
着

応
募
・
問
先
=
広
報
係
〒
圜
・
8
5

1
0
中
央
本
町
1
1
1
7
1
1

F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
1
0

夕
焼
け
放
送
の
時
間

の
変
更

夕
焼
け
放
送
は
、1
1月
か
ら
1
月
ま

で
乍
後
4
時
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
生
涯
学
習
課
調
整
係

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽
定
員
に
先
肩
順
と
あ
る
も
の
は
1
0月
2
6日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

区
内
施
設
め
ぐ
り
<
観
光
協
会
主
催
>

日
時
=
1
2
月
2
1
H
Ⅲ
、午
前
8
時
4
0
分

K
役
所
正
面
入
口
集
合
内
容
U
郷
h

博
物
館
、生
物
園
、じ
や
ぽ
ん
(
天
然

温
泉
保
木
間
の
湯
)
、西
新
井
人
師

(
納
め
の
大
師
見
学
)
　
対
象
=
観
光

協
会
会
貝
と
そ
の
家
族
お
よ
び
区
内
在

住
の
方
定
員
=
4
0
人
(
抽
選
)
　
費

用
U
観
光
協
会
会
員
…
2
千
円
ノ
会
貝

家
族
…
2
千
加
円
。一
般
・
:
2
1
-
0
円

※
当
選
者
に
払
い
込
み
川
紙
を
送
付
(

施
設
入
園
料
込
)
、
昼
食
は
じ
ゃ
ぼ
ん

に
て
各
日
負
担
申
込
=
往
復
「ガ
キ

に
希
望
者
全
貝
の
氏
名
、年
齢
、住
所
、

電
話
番
号
、会
貝
・
会
貝
家
族
・
一
般

の
別
、扁
内
施
設
め
ぐ
り
希
望
」を
明

記
※
(
ガ
キ
ー
枚
で
4
人
ま
で
申
し

込
み
可
。
返
信
(
ガ
キ
の
表
に
代
表
者

の
住
所
、
氏
名
を
必
ず
記
入
。
取
複
申

し
込
み
は
無
効
期
限
=
1
1
月
1
0
H
必

着
申
・
問
先
=
観
光
協
会
区
内
施
設

め
ぐ
り
担
肖
(
産
業
振
舞
課
内
)
　
〒
s

・
8
5
1
0

中
央
本
町
―
-
1
7
1
1

1
6ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

日
時
=
1
2
月
4
日～
8
日
、
午
後
6
時～

8
時
場
所
=
梅
田
図
書
館
対
象

S
K
内
在
住
・
在
勤
の
1
6
歳
以
上
の
方

で
全
日
程
受
講
可
能
な
方
定
員
=
2
0

人
(
抽
選
)
　
費
用
=
無
料
申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

陟
、
「
1
6
ミ
リ
講
習
会
応
募
」
を
明
記

期
限
=
H
月
1
5
日
必
着
申
'
問
先
=

中
央
図
書
館
〒
甼
0
0
3
4
千
住

5
1
?
5

(
5
8
1
3
)
3
7
4
9

青
少
年
講
座

「
C
A
P
暴
力
防
止
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
～

自
分
の
心
と
体
を
守
る
た
め
に
～
」

[
安
心
」
「
自
信
」
「
自
由
」

生
き
る
権
利
は
だ
れ
も
が
持
っ

て
い
る
人
切
な
も
の
と
考
え
ま

す
。
こ
の
3
つ
の
大
切
な
権
利

が
奪
わ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き

に
ど
ラ
す
れ
ば
い
い
の
か
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
(
役
剖
劇
)
を
と
お

し
て
考
え
ま
す
。日
時
等
=

表
2
講
師
=
C
A
P
な
い
空

費
用
=
無
料
申
込
″
電
話

場
・
申
・
問
先
=
青
年
セ
ン
タ

ー

※
小
・
中
・
高
生
対
象
の

講
座
は
、
保
護
者
し

般
の
方

の
見
学
が
で
き
ま
せ
ん

(
3
8
9
0
)
0
0
6
1

表2　青少年講座日程

※ 中学生・高校生 のプロ グラムは本来2 日 間かけて行うものを特別
に1 日で行います
※ CAP=Chl l d　Assaul t 　Pr evenUon( 子どもへの暴力防止の慧)

図
書
館

臨
時
休
館

防
火
点
検
な
ど
の
た
め
図
書
館
を
臨

時
休
館
し
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
開
館
中
の
関
書
館
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

▽
江
北
図
書
館
…
1
1
月
H
日
山

▽
中
央
図
書
館
…
1
1
月
1
3
日
丱

▽
保
塚
図
耆
館
…
1
1月
1
9日
汕

▽
舎
人
図
書
館
…
H
月
2
6
日
(
日
)

問
先
=
中
央
回
書
館

`
(
5
8
1
3
)
3
7
4
0

交
通
安
全
だ
よ
り

交
通
死
亡
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

緊
急
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す

今
年
の
交
通
事
故
の
発
生
状
況
は

、

加
年
の
同
時
期
と
比
較
し
て
、
苓
し
く

増
加
し
て

い
ま
す

。

そ
の
た
め
、
国
の
交
通
対
策
本
部
で

は

、
交
通
死
亡
事
故
の
抑
止
に
向
け

、

対
策
を
強
力
に
推
逃
し
て
い
ま
す

。

足
立
区
で
も
、
交
通
事
故
の
発
生
件

数
は
平
成
6
年
か
ら
増
加
傾
向
が
続
い

て
お
り
、
危
機
的
な
状
況
で
す

。

交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
た
め

、
交
通

事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め

、
次
の
事
項

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

▽
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
車
が
衝

突
し
た
と
き
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
な
し
で

体
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
時
速
7

に
mま
で
で
す

。

▽
夜
間
は
、
運
転
手
か
ら
見
え
に
く
く

危
険
で
す

。
明
る
い
服
装
で
、
反
射
材

を
身
に
付
け
、
自
分
の
存
在
を
示
し
ま

し
ょ
う

。
ま
た

、
自
転
車
は
必
ず
ラ
イ

ト
を
点
灯
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
6
5
歳
以
1
1
の
方
が
交
通
事
故
に
あ
う

ケ
ー
ス
が
非
常
に
増
え
て
い
ま
す
。[

信
号
を
守
る
」
、
「横
断
歩
道
を
渡
る
」

な
ど
の
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
ま
し

よ

問
先
=
交
通
安
全
係

12年度交通事故件数 ( 8月末現在)
い
ろ
い
ろ
な
反
射
材

暮
ら
し
っ
く
ス
ク
ー
ル
公
開
講
座

金
融
再
編
成
と
こ
れ
か
ら
の
銀
行

再
編
が
す
す
む
金
融
機
関
の
合
併
・

提
携
問
題
な
ど
、
そ
の
今
を
学
び
ま
す
。

日
時
u
1
1
月
1
7
H
t
、
午
後
6
時
3
0
分

I
8
時
3
0
分
場
所
=
エ
ル
ー
ソ
フ
ィ

ア
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
方
講
師
=
花
原
二
郎
氏
(
法
政
大

学
教
授
)
　
定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)

費
用
=
無
料
申
込
=
電
話
申
・
問

先
―
消
賢
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

掲
示
板

□
屡
福
寿
会
第
2
回
ナ
ー
ス
フ
ェ
ア

「
在
宅
ケ
ア
の
最
前
線
か
ら
」

日
時
=
1
0
月
2
8
H
出
、
午
後
1
時
3
0
分

～
5
時
場
所
―
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

費
用
n
無
料
申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ
問
先
=
医
療
法
人
社
団
福
寿
会

(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

□
都
立
駒
込
病
院
・
二
次
救
急
医
療
開

始
駒
込
病
院
で
は
1
0月
か
ら
、
入
院
泊

療
等
専
門
的
な
医
療
を
提
供
す
る
二
次

救
急
医
療
を
始
め
ま
し
た
(
心
筋
梗
塞
、

魯
性
脳
血
管
障
害
、複
雑
な
交
通
外
傷
、

重
度
火
傷
、
楠
神
科
疾
忠
を
除
ぐ
)
。

問
先
・
都
立
駒
込
病
院

(
3
8
2
3
)
2
1
0
1

□
東
京
都
最
低
賃
金
(
地
城
別
最
低
賃

金
)
改
定
の
お
知
ら
せ

1
0
月
1
日
か
ら
次
の
金
額
に
改
定
さ

れ
ま
し
た
。日
額
=
5
千
沺
円
時

間
額
・
沺
円
※
一
部
の
業
種
に
っ
い

て
は
別
途
定
め
る
産
業
別
最
低
賃
金
が

適
用
さ
れ
ま
す
問
先
=
東
一
凧
労
働
局

賃
金
課
最
低
賃
金
係

(
3
8
1
4
)
5
3
1
1

㈹

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
が
「
往
復
ハ
ガ
キ
」
の
場

合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を

明
記
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

プ
ロ
の
出
店
は
で
き
ま
せ
ん
。
問

先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

▼
1
1
月
1
2
日
(
日
)
諏
訪
木
西
公
園
午

前
9
時～
午
後
3
時
※
兩
天
時
1
1
月

1
9
日
(
日
)
/
沺
区
画
/
出
店
料
千
円
/
電

話
/
金
子

(
3
7
0
1
)
8
0
8
6

▼
1
1
月
1
2
日
(
日
)
梅
田
七
丁
目
児
童

遊
園
午
前
1
0
時～
午
後
3
時
※
雨

天
中
止
/
`
一
区
画
/
出
店
料
千
円
/
一

話
/
和
田

(
3
8
8
7
)
7
2
2
8

▼
1
1
月
1
2
日
(
日
)
東
京
都
中
央
卸
充

市
場
足
立
市
場
午
前
9
時～
午
後
3

時

※
雨
天
中
止
/
7
0区
画
/
出
店
料

千
勍
円
/
往
復
(
ガ
キ
(
1
1月
6
日
必

着
二

〒
m
・
0
0
7
3

六
町
4
-
4
1
5
/

大
島

(
5
2
4
2
)
5
0
9
1

▼
1
2
月
1
0
日
(
日
)
入
谷
中
郷
北
公
園

午
前
1
0
時～
午
後
3
時
　
※
雨
天
中

止
/
叨
区
画
/
無
料
/
往
復
(
ガ
キ

※
入
谷
中
郷
北
公
園
希
望
と
明
記
(
1
1

月
1
0日
必
着
)
/
〒
圀
・
0
0
1
1

中

央
本
町
2
1
9
1
1

あ
だ
ち
リ
サ
イ

ク
ル
變
″

(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

1
3年
4
月
入
園
　区
立
幼
稚
園
児
募
集

募
集
す
る
園
=
表
3
'
4
資
格
=
区

内
在
住
の
4
歳
児
(
8
年
4
月
2
日～

9
年
4
月
1
日
生
)
。
5
歳
児
(
7
年

4
月
2
日～
8
年
4
月
1
日
生
)
　
受

付
日
時
=
1
1
月
1
日
團
・
2
日
團
、
午

後
1
時
叨
分～
4
時
受
付
播
所
=
入

圍
希
望
の
各
区
立
幼
稚
園
※
申
込
用

紙
・
募
集
要
項
は
各
区
立
幼
稚
園
・
区

民
事
務
所
・
児
童
館
・
教
介
委
貝
会
で

配
布
中
。
各
幼
稚
園
は
午
前
9
時～
午

後
4
時
(
土
曜
日
は
正
午
ま
で
)
　
第

一
次
選
考
日
=
1
1
月
6
日
(
日
)
　
※
関

屋
・
江
北
幼
稚
園
は
、
1
4年
3
月
3
1日

で
閉
園
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
の

で
、
4
歳
児
の
募
集
は
行
い
ま
せ
ん

問
先
・
就
学
係

表3　4歳児および5歳児( 若干名) の募集園

表4　5 歳児( 若干名)のみの募集園
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く

ら

し

の

情

報

現
在
持
っ
て
い
な
い

バ
イ
ク
や
軽
自
助
車
の
税
金
を

払
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
、
4
月
1
日
現
在
に

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
を
所
有
し
て

い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
助
機

付
自
転
車
や
軽
二
二
号
四
輪
車
、
一
一

輪
小
型
自
動
車
を
持
っ
て
い
る
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
を
す
れ
ば

1
3
年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ

ん
。
対
象
=
盗
雛
に
あ
っ
て
見
つ
か

っ
て
い
な
い
方
(
警
察
に
盗
難
届
を
出

し
て
も
廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け

出
を
し
な
い
で
譲
っ
た
り
、
売
っ
た
り

し
た
方
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
方
問
先
=
表
5

表5　軽自動車問い合わせ先一覧

納
税
は
1
0

月
3
1
日
ま
で
に

1
2年
度
特
別
区
民
税
・
都
民
税
第
3

期
分
の
納
期
限
は
、
1
0月
3
1日
で
す
。

早
め
に
近
く
の
銀
行
や
郵
便
局
な
ど
の

金
融
機
関
ま
た
は
区
役
所
、区
民
事
務

所
の
窓
口
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
問

先
n
納
税
課
納
税
第
∇
第
二
係

□
口
座
振
替
済
の
お
知
ら
せ
「「
ガ
キ
」

は
廃
止
に
な
り
ま
し
た

口
座
引
き
落
と
し
後
に
お
送
り
し
て

い
た
振
替
済
み
の
お
知
ら
せ
は
、
1
2年

度
か
ら
廃
止
に
な
り
ま
し
た
。
振
替
後

の
状
況
は
預
(
貯
)
金
通
帳
の
記
帳
な

ど
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
な
お
、
振
替

済
通
知
が
特
に
必
要
な
方
は
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
問
先
=
納
税
課
収
納
係

11 月の国民年金の相談
国民年金の手続 きや保険料の納付についてご
相談に応じます。

※ いずれも時間は午前10時～午後3　8530: 分

昭
和
1
6
年
4
月
2
日
以

降
生
ま
れ
の
方
の
老
齢
基

礎
年
金
の
繰
上
げ
、
繰
下

げ
の
支
給
率
が
変
わ
り
ま

す昭
和
1
6年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

方
の
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
(
減
額

率
)
、繰
下
げ
(
増
額
率
)
の
支
給
率

と
取
り
扱
い
が
変
更
さ
れ
ま
す
。
変
更

後
の
減
額
率
は
表
6
、増
額
率
は
表
7

の
と
お
り
で
す
。
な
お
、昭
和
1
6年
4

月
1
日
以
前
生
ま
れ
の
方
の
取
り
扱
い

に
っ
い
て
は
、変
わ
り
ま
せ
ん
。
問

先
n
国
民
年
金
課
給
付
係

表6　繰上げ減額率

( 注1) 改正後の減額率は
、具体的には、

「0. 5%× 繰上げた月数」で算出

表7　繰下げ増額率

( 注2) 改正後の増額率は、具体的には、
「0. 7%× 繰下げた月数」で算出

社
会
保
険
街
頭
相
談

日
時
=
1
1
月
6
日
皿
V
7
日
出
、
午
前

1
0
時
～
午
後
4
時
場
所
―
竹
ノ
塚
駅

東
口
広
場
※
当
日
は
、
足
立
社
会
保

険
事
務
所
の
年
金
担
当
に
よ
る
個
別
相

談
が
受
け
ら
れ
る
ほ
か
血
圧
測
定
も
で

き
ま
す
問
先
=
国
民
年
金
課
推
進
係

日
帰
り

健
康
施
設

【
割
引
券

】

皆
さ
ん
の
健
康
保
持
・
増
進
を
目
的

と
し
て
、日
帰
り
健
康
施
設
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
※
割
引
券
は
「
国

保
ガ
イ
ド
」
に
綴
り
込
み
に
な
っ
て
い

ま
す

対
象
施
設
u
▽
足
立
区
…
竹
の

塚
健
康
ラ
ン
ド(

3
8
8
5
)
5
5
5
5

▽
春
日
部
市
…
か
す
か
べ
湯
元
温
泉

0
4
8
(
7
3
3
)
1
1
2
6

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

傷
害
事
件
や
交
通
事
故
な
ど

第
三
者
に
よ
り
負
傷
・
疾
病

し
た
場
合
は
お
届
け
を

国
保
加
入
者
の
方
が
、
傷
害
事
件
や

交
通
事
故
な
ど
の
よ
う
に
、第
三
者
の

故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
な
負
傷
・
疾
病

し
た
場
合
の
治
療
費
は
、
加
害
者
の
負

担
に
な
り
ま
す
。し
か
し
、示
談
や
加

害
者
の
弁
僕
が
ま
だ
で
、
加
入
者
の
方

が
喧
嘩
や
泥
酔
、無
免
許
・
飲
酒
運
転

等
に
該
当
す
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
届
け

出
(
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
)
を

し
、国
保
で
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。な
お
、国
保
で
治
療
を
受
け

た
と
き
は
、保
険
者
で
あ
る
足
立
区
が

一
時
的
に
立
て
替
え
、後
日
、加
害
者

等
へ
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
保
険
給
付
係

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私

立
高
校
等

入

学
資
金
融
資

私
立
高
校
・
高
等
専
門
学
校
な
ど
の

入
学
資
金
に
お
困
り
の
方
へ
融
資
の
あ

っ
せ
ん
を
し
ま
す
。申
込
期
間
=
H

月
1
日
～
1
3
年
2
月
2
8
日
※
申
し
込

み
か
ら
融
資
ま
で
約
1
0
日
間
か
か
り
ま

す
。志
望
校
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
早
め

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。す
で
に
入

学
金
等
を
納
入
済
み
の
場
合
は
融
資
で

き
ま
せ
ん
対
象
=
私
立
高
校
・
高
等

専
門
学
校
ま
た
は
大
学
入
学
資
格
を
得

ら
れ
る
私
立
の
専
修
学
校
高
等
課
程
進

学
予
定
者
と
同
居
し
て
い
る
保
護
者
/

区
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居
住
し
、

住
民
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方
/
平
成

1
1
年
中
の
年
収
が
次
の
限
度
額
以
下
の

方
給
与
所
得
者
・
=
支
払
給
与
の
総
額

が
1
千
万
円
以
下
、事
業
所
得
者
…
総

所
得
金
額
等
が
鵺
万
円
以
下
※
前
記

条
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
で
も
取
扱
金

融
機
関
の
貸
付
基
準
に
よ
り
融
資
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
融
資

金
額
n
1
0
万
円
～
5
0
万
円
(
1
万
円
単

位
)
　
※
た
だ
し
志
望
校
入
学
手
続
き

時
の
最
低
納
付
額
(
授
業
料
・
寄
付
金

は
対
象
外
)
お
よ
び
制
服
代
・
教
科
書

代
(
1
0
万
円
・
2
万
円
の
定
額
算
定
)

利
率
n
年
1
.
8
%
返
済
=
融
資
を
受
け

た
日
の
翌
月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均

等
月
賦
償
還
)
　
取
扱
金
融
機
関
―
足

立
農
業
協
同
組
合
の
本
・
支
店
、
区
内

の
足
立
信
用
金
庫
・
成
和
信
用
金
庫

保
証
=
金
融
機
関
所
定
の
保
証
を
受
け

て
い
た
だ
き
ま
す
(
保
証
料
は
区
で
負

担
)
　
申
・
問
先
=
学
務
課
助
成
係

梅
島
公
園
の
一
部
使
用
を
中
止
し
ま
す

梅
島
公
園
(
梅
田
7
-
2
0
-
9
)は、

改
良
工
事
の
た
め
1
2月
末
ま
で
、一
部

使
用
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。大
変
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
問
先
=
公
園
緑
地

課
環
境
保
全
行
動
指
針

(
骨
子
)
が
で
き
ま
し
た

説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

な
お
、
1
0
月
2
8
日
か
ら
環
境
課
お
よ
び

各
図
書
館
で
資
料
を
差
し
上
げ
ま
す
。

ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
日
時
=
H
月
2
日
出
、
午
後
3

時
と
午
後
6
時
の
2
回

場
所
n
ギ
ャ

ラ
ク
シ
テ
ィ

問
先
n
環
境
課
調
整
係

ご
存
知
で
す
か

〝
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
〟
の

出
前
講
座

学
校
・
P
T
A
・
町
会
・
自
治
会
・

住
区
セ
ン
タ
ー
・
各
種
団
体
の
要
請
に

よ
り
、リ
サ
イ
ク
ル
品
の
実
技
指
導
や

ご
み
減
量
に
関
わ
る
講
義
を
し
ま
す
。

申
込
=
電
話
申
・
問
先
―
あ
だ
ち
再

生
館
　

　
(
3
8
8
0
)
9
8
0
0
(

月
曜
休
館
)

区
民

事
務
所
の

窓
ロ
サ

ー
ビ
ス
封
筒

広

告
募
集

住
民
票
の
写
し
な
ど
を
お
渡
し
す
る

と
き
の
サ
1
ビ
ス
封
筒
の
広
告
を
募
集

し
ま
す
(
5
0
万
枚
作
成
)
。
大
き

さ
=
l
枠
、
縦
約
4
?
横
約
8
m
程

度
(
表
面
に
4
枠
、
裏
面
に
4
枠
)

基
準
n
区
内
商
工
業
の
発
展
に
寄
与
す

る
も
の
/
政
治
・
宗
教
活
動
、
意
見
広

告
、
個
人
宣
伝
に
か
か
わ
ら
な
い
も
の

/
公
の
秩
序
、
善
良
な
風
俗
に
反
し
な

い
も
の
費
用
=
1
枠
に
つ
き
、
表
面

2
0
万
円
、
裏
面
1
0
万
円
申
込
=
直
接

窓
口
へ
期
限
u
1
0
月
3
1
日
申
・
問

先
u
住
民
記
録
係

▲ 出 前講座・包装紙から「手作り うちわ」
―東渕江小学 校―

清
掃
ト
ピ
ッ
ク
ス

そ
の
3

有

料

ご

み

処

理

券

取

扱

所

の

新

規

募

集

申
込
期
間
=
1
1
月
1
日
～
1
0
日
対
象

n
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①
取

扱
所
と
な
る
店
舗
ま
た
は
事
務
所
で
1

年
以
上
継
続
し
て
同
一
事
業
を
営
ん
で

い
る

②
前
年
(度
)の
所
得
税
(
法
入

の
場
合
は
法
入
税
)
お
よ
び
住
民
税
を

滞
納
し
て
い
な
い

③
廃
棄
物
処
理
手

数
料
の
徴
収
・
納
付
、清
掃
事
務
所
へ

の
所
定
様
式
に
よ
る
取
扱
実
績
報
告
な

ど
公
金
の
適
正
な
処
理
お
よ
び
有
料
ご

み
処
理
券
の
管
理
が
厳
正
に
で
き
る

④
募
集
地
区
に
取
扱
店
ど
な
る
店
舗
ま

た
は
事
務
所
が
あ
る
申
込
書
=
清
掃

課
ま
た
は
清
掃
事
務
所
で
配
付
選
考

方
法
u
書
類
お
よ
び
現
地
調
査
。
選
考

の
結
果
、
予
定
数
を
上
回
る
場
合
は
公

開
抽
選
募
集
地
区
お
よ
び
店
舗
数
=

各
募
集
地
区
(
左
表
)
に
つ
き
1
店
舗

問
先
u
清
掃
課
業
務

ひ

ろ

ば

区
民
の
皆
さ
ん
が
主
催
す
る
事
業
で

す
。掲
載
の
内
容
は
当
事
者
間
で

=
催
し
物
=

★
ア
ン
ニ
ョ
ン
・
フ
ェ
ス
タ
(
ふ
れ
あ

い
広
場
&
バ
ザ
ー
)
　
1
0月
2
9日
㈲
、

午
前
1
0時
～
午
後
2
時
/
東
京
朝
鮮
第

四
初
中
級
学
校(

3
8
8
9
)
8
3
2
1

★
足
立
区
文
化
祭
茶
会
　
1
1
月
3
日

㈲
、午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
/
西
新
井

大
師
/
入
席
料
3
千
円
/
小
倉

(
3
8
4
9
)
1
8
3
5

★
足
立
区
手
を
つ
な
ぐ
親
の
会
バ
ザ
ー

H
月
3
日
㈲
、午
前
1
0
時
～
午
後
2

時
/
竹
の
塚
障
害
福
祉
館
/
石
井

(
5
6
8
6
)
3
5
3
1

★
自
立
セ
ン
タ
ー
足
立
「
や
ん
ま
」
バ

ザ
ー
1
1
月
1
9
日
㈲
、午
前
H
時
～
午

後
2
時
/
竹
の
塚
セ
ン
タ
1
/
品
物
の

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
/
長
谷
川

(
3
8
5
0
)
2
2
9
9

★
チ
ャ
リ
テ
ィ
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
1
2
月
1
6日
出
、
午
後
7
時
開
演
/

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
/
田
口
智
治
・
中
山

知
州
子
ほ
か
/
前
売
2
千
円
、
当
日
2

千
鋤
円
/
ホ
ラ
イ
ズ
ン
の
会
・
高
村

(
3
8
8
9
)
7
0
7
8

=
会
員
募
集
=

★
レ
ガ
ー
ト
(
コ
ー
ラ
ス
)
毎
月
2
回

水
曜
日
、午
後
7
時
～
9
時
/
千
住
あ

ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入
会
金
千

円
、月
額
2
千
円
/
童
謡
や
な
つ
メ
ロ

/
関
根
?
3
8
8
2
)
1
2
5
8

★
フ
ラ
ワ
ー
ズ
(
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
)

毎
週
水
曜
日
、午
前
1
0
時
～
正
午
ノ
エ

ル
・
ソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
月
額
千
翻
円
/

経
験
者
希
望
/
提
坂

(
3
8
4
0
)
5
4
0
8

★
友
希
会
(
茶
道
表
千
家
)
　
毎
月
2

回
金
曜
日
、午
後
1
時
ま
た
は
午
後
6

時
/
エ
ル
ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
月
額
3

千
汕
円
/
森
田(

3
8
4
8
)
4
5
5
6

★
日
曜
碁
楽
会
(
囲
碁
)
　
毎
週
日
曜

日
、
午
前
9
時
3
0分
～
午
後
4
時
3
0分
/

佐
野
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
6
ヵ
月
千
釖

円
/
桑
原

(
3
6
2
0
)
2
6
0
5

★
ク
レ
ッ
シ
ェ
ン
ド
(
コ
ー
ラ
ス
)

毎
月
第
1
・
3
木
曜
日
、午
後
7
時
～

9
時
/
千
寿
第
四
小
学
校
/
月
額
2
千

円
/
大
西

(
3
8
8
1
)
5
3
4
4

★
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
絵
夢

毎
月
金
・
土
曜
日
、
午
前
1
0時
ま
た
は

午
後
2
時
/
舎
入
地
区
/
入
会
金
千
汕

円
、1
回
千
聊
円
(
花
代
別
)
/
牧

(
3
8
5
3
)
8
2
8
9

★
巴
美
会
(
日
本
画
)
　
毎
月
3
回
金

曜
日
、午
後
1
時
～
5
時
/
エ
ル
ー
ソ

フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、月
額
3

千
円
/
村
田

(
3
8
8
6
)
6
6
4
1

★
い
き
い
き
ジ
ャ
ズ
・
リ
ズ
ム
体
操
　

毎
週
木
曜
日
、午
後
7
時
1
5
分
～
8
時

3
0分
/
千
寿
桜
小
学
校
/
入
会
金
千

円
、I
回
勁
円
/
電
話
申
込
/
中
村

(
3
8
8
8
)
6
7
2
7

★
ハ
ッ
ピ
ー
ヨ
ガ
　
毎
週
火
曜
日
、
午

前
1
0
時
～
正
午
/
青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か

/
入
会
金
千
円
、月
額
2
千
知
円
/
小

森
谷
　
?
3
8
8
7
)
9
4
0
3

★
リ
ラ
ッ
ク
ス
Ⅱ
・
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル

(
硬
式
テ
ニ
ス
)
　
毎
週
月
～
金
曜
日
、

午
後
1
時
～
4
時
/
竹
の
塚
6
号
公
園

ほ
か
/
入
会
金
千
円
、1
回
聊
円
/
菊

原
　
　
{
l
(
3
8
5
9
)
9
0
8
0

★
幼
児
リ
ト
ミ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル
　
毎
週

金
曜
日
、
午
前
1
0
時
3
0
分
ま
た
は
午
前

1
1
時
2
0
分
/
中
央
本
町
セ
ン
タ
ー
ほ
か

/
1
歳
～
3
・
4
歳
/
入
会
金
千
円
、

月
額
4
千
円
/
徳
山

(
3
8
9
7
)
5
3
6
4

★
棋
好
会
(
将
棋
)
　
毎
週
土
曜
日
、

午
後
6
時
～
9
時
と
第
4
日
曜
日
、午

前
9
時
～
午
後
5
時
/
佐
野
セ
ン
タ
ー

ほ
か
/
3
ヵ
月
千
円
/
嶋
根

(
3
8
8
5
)
2
1
1
9

◎ 訂正とおわび　あ だち広報10月10日号7 ページ「新田地区のまちづ くりに関連する 都市計画案の縦覧」 記事内の意見書提出期限に誤 りがありました。正しくは
次のとおりです。訂正しておわびします。　意見書提出期限=10月30日　<都市計画課>
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当
日
参
加
で
き
る
!

学
び
の
秋
、
文
化
・
芸
術
の
秋

イ
ベ
ン
ト
に
出
か
け
て
み
よ
う

フ
ォ
ー
ラ
ム

「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」

現
在
、
に
立
小
・
中
学
校
5
校
を
モ

デ
ル
校
に
「
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
協

議
会
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
川

は
、
各
協
議
会
の
委
員
に
よ
る
モ
デ
ル

校
の
活
動
や
、
今
後
の
展
望
・
課
題
を

検
討
し
ま
す
。
日
時
-
1
0
月
2
8
日
出
、

午
後
6
時
1
5
分～
8
時
4
5
分
鳩
所
=

区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル
内
容
=
基
調
講

義
「開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
」が
め
ざ

す
も
の
お
よ
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
講
師
n
久
田
邦
明
氏
(
神
奈
川

大
学
講
師
)
　
費
用
=
無
料
申
込
=

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
(
当
日
受
付
も

可
)
　
申
・
問
先
=
生
涯
学
習
課
調
整

係
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹
　
　
　

F
A
X
(
3
8
8
0
)
5
6
0
6

音
楽
を
楽
し
む
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

第
9
回
常
東
地
区
音
楽
祭

日
時
=
H
月
1
2
日
叫
午
後
1
時
3
0
分

(
開
場
1
時
)
　
場
所
=
第
士
(
中
学

校

内
容
U
常
東
地
城
の
小
・
中
学
校

の
児
童
、
生
徒
に
よ
る
合
唱
と
吹
奏
楽
/

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
(
横
山
和
加
子

氏
)
・
ピ
ア
ノ
(
一
宮
明
代
氏
)
に
よ

る
て
電
奏
、
長
谷
川
武
久
氏
の
お
話

費
用
=
無
料
申
込
=
I
H
直
接
会
場

へ
　
※
上
履
き
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い

問
先
=
1
-
住
あ
ず
ま
住
区
セ
ン
タ
ー

{
`
(
3
8
8
2
)
1
2
1
8

ま
た
は
住
区
推
進
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

1
1
月
3
日
～
1
2
日
　
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク

都
内
各
所
で
文
化
財
を
一
斉
に
公
開

し
ま
す
。区
内
の
催
し
=
▽
性
欒
マ

(
扇
2
一
1
9
1
3
)
・
:
「木
造
阿
弥
陀

如
来
坐
像
」1
1
月
7
口
・
8
日
　
▽
東

岳
寺
(
伊
興
本
町
l
-
‘
5
・
一
1
6
)
…

『
初
代
安
藤
広
重
墓
お
よ
び
記
念
碑
』
1
1

月
3
日
～
1
2日

問
先
=
都
・
教
育
庁
生
涯
学
習
部
文
化

課

(
5
3
2
0
)
6
8
6
2

郷
土
博
物
館
の
催
し
=
▽
「郷
L
芸
能

蹤
賞
迫
卜
・
1
1月
3
日
聡
、
午
前
H
時
(

川
旧
囃
子
連
巾
と
・
ツ
家
箕
濃
が
谷

囃
予
連
中
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
ま
つ
り

ば
や
し
の
実
演
)

▽
第
2
上
瞭
日
無
料
公
開
日
の
映
画
会

・
・
・
1
1
月
H
日
禺
y
前
1
1
時
(
「大
道

芸
と
見
せ
物
」バ
ナ
ナ
の
た
た
き
売
り
、

人
間
ポ
ン
プ
、
の
ぞ
き
か
ら
く
り
な
ど

民
衆
の
な
か
に
生
き
た
芸
能
・
6
0分
)

□
1
1月
3
日
文
化
の
日
は
無
料
公
開
日

で
す

日
時
=
H
月
3
n
㈲
、午
前
9
時
～
午

後
5
時
(
入
館
は
午
後
4
時
3
0分
ま
で

で
す
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=
無
料
申
込
=
当
日
直
接
会
場

へ
場
・
問
先
=
郷
上
博
物
館

(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

劇

団

公

演

日
時
=
1
1
月
4
日
出
、午
後
2
時
一
J
分

～
3
時
3
0
分
内
容
皿
パ
ン
ト
マ
イ

ム
、お
楽
し
み
会
な
ど
費
用
=
無
料

申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ
　
場
・
問

先
=
千
住
児
童
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

ぜ
ひ

ご

覧
く

だ
さ
い

区
立
小
・
中
学
校
連
合
行
事
を
開
催
し
ま
す

□
小
学
校
連
合

付
事

▽
連
合
学
芸
会
・
:
1
1月
6

日
㈲
・
7

日

Ⅲ

、1
0
時
開
演

▽
連
合
音
楽
会
…
1
1
月
2
8
日
～
3
0
日

、

午
前
の
部
・
1
0
時
開
演
/

午
後
の
部
・
0

時
4
5
分
開
演

▽
連
合
展
覧
会
(

家
庭
科
)

…
1
1
月
2
1

日
～
1
2
月
5

日
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4

時
3
0
分

□
中
学
校
連
合
行
事

▽
連
合
演
劇
発
表
会
・
・
・
1
1
月
8
日
～
1
0

日
、
午
前
9
時
3
0分
～
午
後
4
時

▽
連
合
音
楽
会
…
1
1
月
1
4
日
～
1
6
日
、

乍
前
1
0時
I
午
後
3
時
3
0分

▽
連
合
展
覧
会
…
H
月
7
日
～
1
3
日

(
午
前
)
、お
よ
び
1
5
囗
(
午
後
)
～
2
0

日
(
午
前
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
費
用
=
無

料
申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ
　
問

先
n
教
育
総
務
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

足
立
区
合
唱
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

秋
の
一
口
、さ
わ
や
か
な
歌
声
を
お

届
け
し
ま
す
。ぜ
ひ
、ご
来
場
く
だ
さ

い
。日
時
=
H
月
5
日
丱
、午
後
1
時

3
0分
開
演
(
開
場
は
3
0分
前
)
　

場

所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化

ホ
ー
ル
費
用
=
無
料
申
込
=
当
日

直
接
会
場
へ

問
先
ほ
文
化
振
興
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

あ
だ
ち
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
0

世
代
を
超
え
た
吹
奏
楽
の
演
奏
会
を

行
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
=
H
月
1
2
日
凹
午
前
1
1
時
開
演

(
開
場
は
3
0
分
前
)
　
場
所
=
ギ
ャ
ラ

ク
シ
テ
ィ
・
丙
新
井
文
化
ホ
ー
ル

費

用
=
無
料
申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
実
行
委
貝
会
事
務
局
(
文
化
振

興
係
内
)

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

小・中学生のいじめ相談
月曜日～金曜日( 祝日を除<) 、午前9時～午後4時30分

3880- 5577( 教育委員会教育指導室内)
あだちカレンダー　11月

☆印のついたものは、今号に記事が掲載されています

「あだち広報」は 毎月10 日( 新聞 折り 込み) と25 日( 各 戸配布) に発行し て
い ます。区民 事務所や駅の広報 スタン ドにも 置いてあり ますので 、ご利用<
ださい

学びの情報をキャッチ1　午前9時～午後8時

生涯学習情報ダイヤル 5813 ―3736
ht t p: / 7www. ci t y. adachi . t okyo. j p/manabi / i nf o/
あなたの桎す頏座やイベントを 、区内橘蒭を中心に、いつ、どこで開催されるかをご窰内し庶す

古紙配合率70% 再生紙を使用し てい ます K. A　281, 000


